
徳
島
県
規
則
第
三
十
五
号

徳
島
県
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
三
年
七
月
十
六
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
平
成
五
年
徳
島
県
規
則
第
三
十
九
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
号
イ
中
「
専
任
の
」
を
削
り
、
「
又
は
精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
を
「
、
精
神
科

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
又
は
心
理
判
定
員
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
専
任
の
」
を
削
り
、
同
号
ホ
中
「
専

任
の
」
を
削
り
、
「
又
は
精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
を
「
、
精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
又
は

心
理
判
定
員
」
に
改
め
、
同
号
ト
、
チ
及
び
ヌ
中
「
専
任
の
」
を
削
り
、
同
号
カ
中
「
療
養
介
護
、
」
を

削
り
、
「
若
し
く
は
就
労
継
続
支
援
」
を
「
、
就
労
継
続
支
援
、
就
労
定
着
支
援
若
し
く
は
自
立
生
活
援

助
」
に
改
め
、
「
就
労
支
援
員
」
の
下
に
「
、
就
労
定
着
支
援
員
、
地
域
生
活
支
援
員
」
を
加
え
、
同
条

第
二
号
イ
中
「
児
童
指
導
員
、
」
を
削
り
、
同
号
ニ
中
「
、
介
護
保
険
法
」
を
「
若
し
く
は
介
護
保
険
法

」
に
改
め
、
「
若
し
く
は
介
護
医
療
院
又
は
隣
保
館
（
隣
保
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い
る
も
の

に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
も
の
で
あ
っ
て
、
」
を
「
も
の
及
び
」
に
改
め
、
「
介
護
等
」
の
下
に
「
の

業
務
」
を
、
「
の
業
務
」
の
下
に
「
又
は
隣
保
館
（
隣
保
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い
る
も
の
に

限
る
。
）
の
職
員
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
た
る
業
務
が
介
護
等
の
業
務
で
あ
る
も
の
の
業
務
」
を
加
え
、
同

号
ホ
中
「
訪
問
介
護
員
の
業
務
」
の
下
に
「
、
同
法
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
若
し
く
は
指
定
介
護
予

防
訪
問
看
護
の
う
ち
県
内
で
行
わ
れ
る
も
の
に
係
る
看
護
業
務
の
補
助
を
行
う
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
た

る
業
務
が
介
護
等
の
業
務
で
あ
る
も
の
の
業
務
」
を
加
え
、
「
指
定
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
「
指
定
看
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」
に
改
め
、
同
号
ト
中
「
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
で
あ
っ
て
、
」
を
「

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
又
は
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
で
あ
っ
て
」
に
、
「
又
は
」
を

「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
同
号
チ
中
「
短
期
入
所
」
の
下
に
「
、
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
」
を
加
え
、

「
（
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
「
介
護
等
」
の
下

に
「
の
業
務
」
を
加
え
、
同
号
中
ソ
を
ツ
と
し
、
同
号
レ
中
「
か
ら
タ
ま
で
」
を
「
か
ら
レ
ま
で
」
に
改

め
、
同
号
レ
を
同
号
ソ
と
し
、
同
号
タ
中
「
か
ら
ヨ
ま
で
」
を
「
か
ら
タ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
タ
を
同

号
レ
と
し
、
同
号
中
ヨ
を
タ
と
し
、
同
号
カ
中
「
身
体
障
害
者
自
立
支
援
事
業
」
を
「
移
動
支
援
事
業
、

日
中
一
時
支
援
若
し
く
は
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
」
に
、
「
に
お
い
て
介
助
サ
ー
ビ
ス

等
を
提
供
す
る
者
の
う
ち
」
を
「
の
職
員
で
あ
っ
て
」
に
改
め
、
「
も
の
の
業
務
」
の
下
に
「
又
は
訪
問

入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
介
護
職
員
の
業
務
」
を
加
え
、
同
号
カ
を
同
号
ヨ
と
し
、
同
号
ワ
中
「
介
護
等
」
の
下

に
「
の
業
務
」
を
加
え
、
同
号
ワ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号
ヲ
中
「
、
児
童
指
導
員
及
び
作
業
療
法
士
、
理

学
療
法
士
、
言
語
機
能
訓
練
担
当
職
員
等
」
を
「
及
び
理
学
療
法
、
作
業
療
法
、
言
語
療
法
等
担
当
職
員

」
に
改
め
、
同
号
ヲ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
中
ル
を
ヲ
と
し
、
ヌ
を
ル
と
し
、
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。ヌ

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
事
業
の
う
ち
県
内
で
行

わ
れ
る
も
の
に
係
る
看
護
の
補
助
の
業
務
に
従
事
す
る
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
た
る
業
務
が
介
護

等
の
業
務
で
あ
る
も
の
の
業
務

第
十
二
条
第
二
項
中
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
第
二
条
第



一
項
に
規
定
す
る
過
疎
地
域
」
を
「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
三

年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
過
疎
地
域
若
し
く
は
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
若
し
く
は
同
法
附
則
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
特
定
市
町
村

の
区
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
徳
島
県
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い

う
。
）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
適

用
す
る
。

３

適
用
日
前
に
改
正
前
の
徳
島
県
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
第
十
二
条
第
二
項
に

規
定
す
る
過
疎
地
域
に
お
い
て
指
定
業
務
に
従
事
し
た
期
間
は
、
改
正
後
の
規
則
第
十
二
条
第
二
項
に

規
定
す
る
過
疎
地
域
、
過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
又
は
特
別
特
定
市
町
村
の
区
域
と
み
な
さ
れ
る

区
域
に
お
い
て
指
定
業
務
に
従
事
し
た
期
間
と
み
な
す
。


